
LTVが前年⽐で約117％アップ︕ 多彩なLINEサービスを
組み合わせるコミックシーモアのマーケティング戦略

⽬的

施策

効果

・マーケティング戦略の中⼼にLINEを据え、ユーザーとのコミュニケーションを
強化する中で、コミックシーモアのファンを増やしたい

・⾃社で保有するLINE広告で⾼LTVユーザーや初課⾦ユーザーのデータを基にした
類似配信のほか、LINE公式アカウントのクリックデータをターゲティングに活⽤
して、LINE広告を配信

・LINE公式アカウントのメッセージ配信以外にも、リッチメニューからユーザーを
コミックシーモアのサイトに誘導

・ソーシャルログインの活⽤のほか、ユーザーメリットや特典を訴求する専⽤LPを
設けてID連携を進める

・LINE広告で獲得したユーザーのARPU（ユーザー1⼈当たりの売上⾦額）は、
他のSNS広告と⽐較して平均1.2倍を記録

・コミックシーモアの全来訪ユーザーの10%以上が、リッチメニュー経由で流⼊

・ID連携ユーザーへのセグメント配信は⼀⻫配信と⽐較して、
CTR（クリック率）で約337％、CVR（コンバーション率）で約167％アップ

・LINEを活⽤した⼀連のマーケティング施策で、コミックシーモアの
LINE公式アカウント経由のLTVは前年⽐で約117％アップ
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業界最⼤規模の品揃えを誇る電⼦書籍配信サイト「コミックシーモア」は、LINE広告やLINE公式アカウ
ントをはじめ、LINEのさまざまなサービスをマーケティングに活⽤しています。同サイトの運営会社であ
るエヌ・ティ・ティ・ソルマーレ株式会社（以下、ソルマーレ）の坪井茂昭⽒に、デジタルマーケティン
グの中⼼としてLINEを活⽤する理由や得られた成果などについて話を聞きました。
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デジタルマーケティング
戦略の中⼼としてLINEを
活⽤

ソルマーレが運営するコミック
シーモアは、2003年にサービス
提供を開始した電⼦書籍配信サ
イトです。各出版社が発⾏する
漫画やライトノベル、⼩説など
の電⼦化作品を幅広く取り扱う
ほか、⾃社レーベルのオリジナ
ル作品も多数配信しています。
そのラインナップは業界最⼤級
で、ユーザーはコミック約50万
冊を含む、約84万冊（2021年9
⽉末時点）をいつでも好きなと
きに読むことができます。

同サイトのデジタルマーケティ
ング戦略には、３本の柱があり
ます。

1つ⽬は「認知・ブランディン
グ」です。テレビCMやWeb動画

をはじめとするマスメディアを
活⽤して、広くコミックシーモ
アをPRしています。オリジナル

エヌ・ティ・ティ・ソルマーレ株式会社
電⼦書籍事業部 販売推進グループ⻑ 坪井茂昭⽒

「LINEは8,900万⼈の⽉間利⽤者数を誇り、
毎⽇利⽤するユーザーも多いことから、今後、弊社にとって
重要なコミュニケーションツールになると思い、導⼊を決めました」

コミックのメディア化にも積極
的に取り組んでおり、これまで
『私の家政夫ナギサさん』（原
作『家政夫のナギサさん』）
『この男は⼈⽣最⼤の過ちで
す』など5作品がドラマ化され、
話題となりました。

2つ⽬は「新規顧客獲得」です。
LINE広告のほか、SNS広告、リ
スティング広告、アドネット
ワークを駆使して広告を配信し、
新規ユーザーの獲得を⾏ってい
ます。

3つ⽬は、「来訪促進」です。本
棚アプリのプッシュ通知やメル
マガを活⽤してユーザーに有益
な情報を届け、サイトへの来訪
を促進。サイト内ではユーザー
の嗜好に合わせたレコメンドや、
「1巻無料」といったお得なキャ
ンペーン情報を訴求するなどし
て、継続的にサービスを利⽤し
てもらえるよう⼯夫を⾏ってい
ます。

そして、2018年2⽉にLINE公式

アカウントを開設し、これらの
デジタルマーケティング施策の
中⼼に据えました。

「それまでユーザーとのコミュ
ニケーションにはメルマガを使
⽤していましたが、徐々に開封
率が下がり、課題に感じていま
した。LINEは8,900万⼈（2021
年6⽉末時点）の⽉間利⽤者数を
誇り、毎⽇利⽤するユーザーも
多いことから、今後、弊社に
とって重要なコミュニケーショ
ンツールになると思い、導⼊を
決めました」（坪井⽒）

LINE公式アカウントの
運⽤データを活⽤して、
質の⾼いユーザーを獲得

現在、認知から購買、CRMまで
フルファネルでLINEを活⽤して
いるコミックシーモアは、「新
規顧客獲得」の領域でLINE広告
を運⽤しています。静⽌画、動
画、カルーセルなどの複数の
フォーマットに合わせて、より
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「LINE広告のKPIは、『新規初
課⾦』に設定しています。バ
ナーからサイトに誘導し、興味
関⼼から購⼊まで⼀気につなげ
るのが狙いです。結論から⾔う
と、他のSNS広告と⽐較して、
LINE経由で獲得できたユーザー
のARPU（ユーザー1⼈当たりの
売上⾦額）は、平均1.2倍を記録
しています」（坪井⽒）

LINE広告で質の⾼いユーザーを
獲得できているのは、ターゲ
ティングにおける⼯夫が⼤きい

ようです。年齢、性別、興味・
関⼼などでセグメントを設定す
るほか、⾃社で保有する⾼LTV

エヌ・ティ・ティ・ソルマーレ株式会社

作品の魅⼒が伝わりやすいクリ
エイティブを制作。配信頻度や
セグメント設定なども変えて、
効果の検証・改善を繰り返して
います。

ユーザーや初課⾦ユーザーの
データを基にした類似配信、
LINE公式アカウントで配信した
メッセージのクリックデータを
ターゲティングに活⽤するなど

して、LINE広告の配信効果を⾼
めています。

「LINEの広告配信やメッセージ

配信における基本スタンスは、
最初からターゲットを絞り込む
のではなく、広くリーチさせて
反響があった属性にターゲット
を寄せていくというものです。
今後は、若年齢層の⼥性に⼈気
の特定ジャンルに着⽬して、そ
のジャンルが好きそうなユー
ザーに向けて集中的に広告配信
することも検討しています」
（坪井⽒）

▲オリジナル作品のドラマ化に際したプロモーションでも、
LINE公式アカウントの運⽤データを活⽤した広告配信で
作品の認知拡⼤をしつつ、多くの新規会員獲得につなげた
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ソーシャルログインの
活⽤やキャンペーンで
ID連携を促進

コミックシーモアはLINE公式ア
カウントのKPIを、配信メッセー
ジに対するユーザーのクリック
率に設定しています。さらに
「LINE経由で流⼊したユーザー
の売り上げも重視している」と
坪井⽒は話します。

「マーケティングで最終的に重
要になるのは、やはり費⽤対効
果です。そのため、旧LINE@か
らLINE公式アカウントへの移⾏
に伴いメッセージ配信が従量課
⾦制になったときは、運⽤に苦
⼼しました。メルマガよりも配
信単価がかなり⾼くなってし
まったためです。

しかし、ユーザーと⻑期的に良
好な関係を築いていくために
LINEの活⽤は⽋かせないと考え、
2020年8⽉からは代理店と連携
して、LINE公式アカウントの効
率的な運⽤に取り組んでいます。
ここ１年は、LINE経由の新規獲
得で⼀定の成果をあげられてい
るので、今後は既存ユーザーの
ARPUを上げることを⽬指したい

エヌ・ティ・ティ・ソルマーレ株式会社

と思います」（坪井⽒）

さらに、コミックシーモアはID
連携にも注⼒しています。サイ
ト会員登録の際、ソーシャルロ
グインを活⽤してLINEで⼿軽に
ログインできるようにしたり、
ID連携のメリットや特典をユー
ザーに訴求するために専⽤のLP
を設けています。

ID連携ユーザーに対しては、会
員属性や課⾦状況などのデータ
を元にセグメント配信を実施。
これが「⼤きな売り上げアップ
につながっている」と坪井⽒は
語ります。

「友だち全員への⼀⻫配信と⽐
べて、ID連携ユーザーへのセグ
メント配信はCTR（クリック
率）で約337％、CVR（コン

バーション率）で約167％も効
果が⾼いことを確認しています。
また、⼀時的に費⽤対効果が逆
転していたメルマガと⽐較して
も、現在、CTRは約250％、CV
数は約142％、ARPUは約180％
と、さまざまな指標でLINE公式
アカウントがメルマガを圧倒し
ています」（坪井⽒）

また、LINE公式アカウントの
リッチメニューからのサイト流
⼊率の⾼さにも注⽬していると
坪井⽒。

「コミックシーモアのサイトを
来訪する全ユーザーの10%以上
が、リッチメニュー経由での流
⼊です。Webサービスという性
質上、⽇常的に来訪いただくの
が難しいという課題を、アク
ティブ率の⾼いLINE内のリッチ
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メニューが補完し、『来訪促
進』につながっています。サイ
ト利⽤の⼊り⼝を広げるところ
から、その中における売り上げ
アップまで、LINE公式アカウン
トが⼤変有効に機能していると
考えています」（坪井⽒）

Talk Head Viewで⽇本
⼈⼥性の半数を超える
3,500万⼈にリーチ

2020年12⽉には、メインユー
ザーである⼥性をターゲットに
テレビCMの認知向上を⽬指し、
CM放映タイミングに合わせて
Talk Head Viewを実施。さらに、
LINE広告の友だち追加とダイレ
クトスタンプにも出稿して、そ
こから新規の友だち集客を⾏い
ました。年末シーズンの盛り上
がりもあり、結果として、Talk 
Head Viewは⽇本の⼥性⼈⼝の
50％を超える3,500万⼈以上に
リーチで、リーチ単価は約0.7円。
友だち追加とダイレクトスタン
プの施策では、7.2万⼈の友だち
の獲得につながりました。

「Talk Head Viewは、それ単体
でも爆発的なリーチが魅⼒の

サービスです。しかし、同時期
に複数サービスに出稿すること
で、LINEスタンプをフックにし
たサイトへの訪問、Talk Head 
Viewの動画閲覧などの効果もあ
り、この時期に会員が⼤幅に増
加したことに⼤変驚きました」
（坪井⽒）

その後、2021年3⽉にはスポン
サードスタンプ*の配信も実施。
ダウンロード数162.1万⼈、有
効友だち数58.3万⼈、新規友だ
ち率90.7%と⾼い成果が出まし

た。

⼀連のLINEを活⽤したマーケ
ティング施策が功を奏し、コ
ミックシーモアのLINE公式アカ
ウント経由のLTVは前年⽐で約
117％アップを記録。今後の
LINE活⽤について、坪井⽒は次
のように語ります。

「LINEは多彩な法⼈向けサービ
スを備えながらも、それらの中
⼼となるLINE公式アカウントは
他のツールと違って⾃由度が⾼
く、リッチな情報をお届けでき
るのが強みです。ID連携でも
上々の成果が出ているので、さ
らに活⽤度を⾼めてユーザー1⼈
ひとりの⾏動や趣味趣向に合わ
せたOne to Oneマーケティング
を実施していきたいと思います。

また、LINEプロモーションスタ
ンプを積極的に活⽤したり、他
メディアと連動したりしながら、
単に漫画作品を提供するだけで
はなく、もっとワクワクするよ
うな情報をユーザーに届けてい
きたい。これからもデジタル
マーケティングの要として、
LINEを活⽤していきます」（坪
井⽒）
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